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行動する市民エンジニアが社会を変える 

『シビックテックイノベーション』発行 

           デジタル時代の新しい市民活動と「公民」像を解説 

	  
 インプレスグループで電子出版事業を手がける株式会社インプレスR&Dは、『シビックテックイノベーション（副題：

行動する市民エンジニアが社会を変える）』（著者：松崎太亮）を発行いたします。 
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小売希望価格：電子書籍版	 1,500円（税別）／印刷書籍版	 2,000円（税別）	
電子書籍版フォーマット:EPUB3／Kindle	Format8	
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ISBN：978-4-8443-9799-1	
発行：インプレス R&D 

 

＜＜発行主旨・内容紹介＞＞ 

	 本書はビジネスや社会活動とテクノロジーの関係を解説する#xtech-booksシリーズの新刊です。	

	 ICT（情報通信技術）やデータを駆使してコミュニティを作り、市民の目線で地域や社会の課題解決に取り組

む「シビックテック」の動きをまとめています。	

	 著者は地方行政に携わる立場から、市民エンジニアを中心にした草の根的社会活動の国内・海外事例を取材。

その考え方、戦略、社会ノベーションを興していく仕掛けを詳しく解説するとともに、シビックテックと行政

が協働して市民サービス向上に取り組む「公民連携」の新しい姿を展望します。	

	 地域活性化、地方創生、社会イノベーションに新しい視点を提供する一冊です。	

（本書は、次世代出版メソッド「NextPublishing」を使用し、出版されています。）	
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